
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三協Ｍｉｒａｉからお届けする、技術情報ニュースです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年夏号 Ｎｏ．１４ 

・シリーズ「歴史」 ダム（１） 

・特集 骨材のアルカリシリカ反応性試験方法 

・技術ニュース ＪＡＳＳ ５-2015 改定の要点 

・日本のコンクリート構造物 

http://photo.v-colors.com/285.html


- 1 - 

 

 

 

 

 

■アースダム 

日本のダムの歴史はアースダムに始まりま

す。コンクリートダムが登場するのは明治時

代になってからになります。日本最古のアー

スダムは狭山池（大阪府）です。狭山池は古

事記や日本書紀にも記載があるダムで、616

年、飛鳥時代に完成しました。完成年が判明

したのは 1988年から開始された調査により、

木製の樋管を年輪年代測定法により調べたこ

とによります。この時の調査では、堤体の盛

り土工法として、葉の付いた枝を土留めに使

う敷葉工法が用いられたこともわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このころのダムはほとんどがかんがい用に

造られたもので、主なダムとしては、満濃池

（701～704年、香川県）昆陽池（731年、伊

丹市）、大門池（1128年、奈良県）などがあ

ります。 

■コンクリートダム 

 日本におけるコンクリートダムは、1900年

（明治 23年）に完成した布引五本松ダム（高

さ 32ｍ、堤体積 2.9万ｍ３）に始まります。

このダムは神戸市が水道用水確保のために建

設したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1923年（大正 12年）に日本最初のバット

レスダムである笹流ダム（高さ 25.3ｍ、堤体

積 1.6万ｍ３、函館市）が建設されました。

バットレスダムは、上流面の遮水壁を扶壁が

支えて水圧に耐える構造になっています。扶

壁は格子状の外観になります。バットレスダ

ムは当時高価だったコンクリート量を節約で

き、工期が短くて済むことから、1937年（昭

和 12年）までに８基が建設されました。しか

し扶壁の型枠を作るための人件費の高騰やコ

ンクリートが安価になり大量に使用できるよ

うになったこと、地震に弱いという欠点が明

らかになったことから、1937年の三滝ダムを

最後に以後はまったく建設されることはあり

ませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリーズ「歴史」 
ダ ム （１．～1944年）  

 
丸鋼 

 

 

日本最古のダム・狭山池 

 

 

布引五本松ダム 

 

 

笹流ダム 
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 1924年（大正１３年）に完成した大井ダム

（高さ 53.4ｍ、堤体積 15.3 万ｍ３、岐阜県）

は初めて堤高が 50ｍを超え、大ダム時代の幕

開けとなりました。なお大井ダムは日本で初

の発電用ダムでもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1930年（昭和 5年）に建設された小牧ダム

（高さ 79.2ｍ、堤体積 28.9 万ｍ３、岐阜県）

は初の 80ｍ級ダムです。設計面では最新のダ

ム耐震設計理論を取り入れ、施工面では大規

模な機械化施工で建設されました。また温度

ひび割れ対策として横継ぎ目を設け、揚圧力

軽減のための基礎排水孔を設置した画期的な

ダムです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小牧ダムの建設後、1938 年（昭和 13年）

戦前では堤高が日本一の塚原ダム（高さ 87ｍ、

堤体積 36.3 万ｍ３、宮崎県）が完成します。 

塚原ダムは吉田徳次郎博士の技術指導を受け

て九州電力が建設しました。建設に当たって

は、柱状ブロック工法を採用し、低発熱セメ

ントや粒度調整した骨材、スランプ 3cm程度

の硬練りコンクリートが使用されました。ま

たケーブルクレーンや内部振動機を採用し近

代的な機械化施工が行われ、ダム施工の原型

ともいえる施工法を確立しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向道ダム（高さ 43.3ｍ、堤体積 4.2万ｍ３、

山口県）は 1938年に工事に着手し 1940年に

完成した、日本で最初に運用が開始された多

目的ダムです（建設着手が日本初であった青

森県の沖浦ダムは 1988年に水没）。 

 向道ダムは洪水調整、工業用水、上水道、

発電などに利用されています。 

 

小牧ダム 

 

 

塚原ダム 

 

 

大井ダム 

 

 

向道ダム 

 

 



- 3 - 

 

骨材の反応性試験方法 

化学法（JIS A 1145） 

 

 

 

 

 

骨材の反応性試験方法には、JIS A 1145「骨

材のアルカリシリカ反応性試験方法（化学法）」

と、JIS A 1146「骨材のアルカリシリカ反応

性試験方法（モルタルバー法）」があります。

化学法はアルカリに対する骨材の潜在的な反

応性を化学的に試験する方法です。モルタル

バー法はモルタルの長さ変化を測定すること

により、骨材の潜在的な反応性を判定する方

法です。 

・試験手順 

 試験は以下の手順で行います。 

【アルカリと骨材試料の反応操作】 

①代表試料を粒度調整し、150～300μｍの試

料を 25ｇずつ３個はかり取る。 

②試料をそれぞれ３個の反応容器に入れ、次

いで 1mol/Lの水酸化ナトリウム標準液 25ml

を加えて、直ちにふたをし密閉する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③反応容器を 80℃の恒温水槽に完全に沈め、

24時間静置し反応させる。 

④所定時間に達したら、恒温水槽中から反応

容器を取り出し、流水で室温まで冷却する。 

 

⑤吸引ろ過により試料原液を採取する。 

【アルカリ濃度減少量（ＲＣ）の定量】 

①試料原液に水を加え、希釈試料溶液を作製

する。 

②希釈試料にフェノールフタレイン指示薬を

2,3滴加え、0.05 mol/L塩酸標準液で少量ず

つ滴定し、最後の一滴でかすかな紅色が無色

になった時を終点とする。 

③滴定に要した塩酸標準液の量から、アルカ

リ濃度減少量（ＲＣ）を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【溶解シリカ量（ＳＣ）の定量】 

 溶解シリカ量の定量方法は、①質量法、②

原子吸光光度法、③吸光光度法の三つがあり

ます。定量方法を詳しく述べると煩雑になり

ますので、ここでは各定量方法の概略を説明

します。 

①質量法 

試料原液に塩酸を加えて混合し、蒸発乾固

させます。次に過塩素酸による処理を行い、

強熱を行います。強熱後の質量から溶解シリ

カ量を算出します。 

②原子吸光光度法 

 希釈試料溶液をアセチレン・酸化二窒素の 

高温フレーム中に噴霧させ、251.6ｎｍにおけ 

特集 

反応容器 

中和滴定法による

アルカリ濃度減少

量の定量 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RCA9f_UGdXvj4AFwuU3uV7/SIG=12m8jlf0p/EXP=1466475135/**https:/www.aso-corp.jp/img/construction_img/ph_construction08.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RCK_BPVmdXh2IASk.U3uV7/SIG=12ib5jafb/EXP=1466476495/**http:/www.dksiken.co.jp/wordpress/uploads/2015/06/arukari.jpg
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モルタルバー法（JIS A 1146） 
 

化学法とモルタルバー法による判定 
 

その他の試験方法 
 

 

る吸光度を測定し、溶解シリカ量を算出しま

す。 

③吸光光度法 

 希釈試料溶液にモリブデン酸アンモニウム

と塩酸を加えて振り混ぜた後、しゅう酸溶液

を加え吸光度を測定し、溶解シリカ量を算出

します。 

・判定 

 ①溶解シリカ量（ＳＣ）≧10mmolで、アル

カリ濃度減少量（ＲＣ）＜700mmolの範囲では、

ＳＣ＜ＲＣの場合その骨材を「無害」と判定し、

ＳＣ≧ＲＣの場合その骨材を「無害でない」と

判定します。 

②溶解シリカ量（ＳＣ）＜10mmolで、アルカ

リ濃度減少量（ＲＣ）＜700mmol の場合、その

骨材を「無害」と判定します。 

③アルカリ濃度減少量（ＲＣ）≧700mmolの場

合は実績が無いため判定しません。 

 

・試験手順 

 試験は以下の手順で行います。 

①細骨材、粗骨材を粉砕・分級して所定の粒

度分布に調整する。セメントは普通ポルトラ

ンドセメントを用いる。 

②モルタルの配合は、質量比でセメント１、

水＋水酸化ナトリウム水溶液 0.5、表乾状態

の細骨材 2.25とする。水酸化ナトリウム水溶

液の量は、セメントの全アルカリが 1.2％に

なるように計算して求める。 

③モルタルを練混ぜ、40×40×160ｍｍの３連

型枠（ゲージプラグ埋め込み用）に詰める。 

④練混ぜから 24時間まで、湿気箱にいれて初

期養生を行う。 

⑤初期養生終了後脱型を行い、直ちにモルタ 

 

 

ルバーの長さ変化測定の初期値を測る。 

⑥モルタルバーを温度 40℃、湿度 95％以上の

容器に保存し、2週間、4週間、8週間、13

週間、26週間の各材齢で膨張量を測定する。 

・判定 

 モルタルバーの膨張率が 0.100％未満の場

合は「無害」、0.100以上の場合は「無害でな

い」と判定する。ただし、13週で 0.050％以

上の膨張を示した場合は、その時点で「無 

害でない」と判定してもよい。 

一般的には化学法によって反応性の有無を 

確認して、「無害でない」と判定された場合に

モルタルバー法を行います。化学法で「無害

でない」と判定され、モルタルバー法で「無

害」と判定された場合、その骨材の反応性は

「無害」判定します。 

 また、複数の骨材を混合して使用する場合

は、それぞれの骨材について試験を行い、１

種類でも「無害でない」と判定された場合は、

この骨材全体を「無害でない」と判定します。 

  

その他の試験方法としては、以下のような

ものがあります。 

・JIS A 1804「コンクリート生産工程管理用

試験方法－骨材のアルカリシリカ反応性試験

方法（迅速法）」        

・日本建築学会 JASS 5N 原子力発電施設に 

おける鉄筋コンクリート工事、JASS 5NT-603

「コンクリートの反応性試験」       

・全生工組連試験方法 ZKT-206「コンクリー

トのアルカリシリカ反応性迅速試験方法」 

 

 

測定状況 

カルシウム濃度の面分析結果※１） 
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「ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」改定の要点 

前号に引き続いて、2015 年 7 月に改定された日本建築学会、「建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ５

鉄筋コンクリート工事」の 12節から 18節の主要な改定点をお知らせします。 

 

（１２）１２節 寒中コンクリート工事 

・日最低気温が０℃を上回る期間の工事で初期凍害を防止できる場合には、工事監理者の承認

を得て荷卸し時のコンクリート温度の下限が１０℃から５℃に緩和された。 

（１３）１３節 暑中コンクリート工事 

・最近の気温上昇を考慮して、直近の１０年間の平均値を用いた場合の適用期間が解説に示さ

れた。 

・コンクリート温度が３５℃を超えないようにするための対策例、コンクリート温度が３５℃

を超えることが避けられない場合の対策例が示された。 

（１４）１４節 軽量コンクリート 

・かぶり厚さが一般のコンクリートと同じに変更された。 

・骨材の単位量の表記が、軽量骨材は絶乾状態、普通骨材は表乾状態で表すことに変更された。 

・計画調合からフレッシュコンクリートの単位容積質量を求める式が修正された。 

（１５）１５節 流動化コンクリート 

 ・改定項目なし。 

（１６）１６節 高流動コンクリート 

・所要のワーカビリティーを得るための水結合材比または水セメント比に対応する圧縮強度に

基づいて算定される強度が一般の式で定まる調合管理強度より大きい場合は、工事監理者の承

認を得て、構造体コンクリートの圧縮強度の検査方法を、使用するコンクリートの圧縮強度の

検査方法と同じとし、供試体は兼用可と変更された。 

（１７）１７節 高強度コンクリート 

・2013 年 11 月に改定された「高強度コンクリート施工指針・同解説」との整合を図り、本文

解説が修正された。 

・高炉スラグ細骨材の使用が可となった。 

・湿潤養生期間打切りの判定方法に従来の期間による方法に加え強度による方法が追加された。 

（１８）１８節 鋼管充填コンクリート 

 ・所要のワーカビリティーを得るための水結合材比または水セメント比に対応する圧縮強度

に基づいて算定される強度が、設計基準強度にコンクリート充填鋼管構造におけるコンクリー

ト強度の補正値を加えた値より大きい場合は、工事監理者の承認を得て、構造体コンクリート

の圧縮強度の検査方法を、使用するコンクリートの圧縮強度の検査方法と同じとし、供試体は

兼用可と変更された。 
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昭和の建造物として初めて重要文化財に指定 ―明治生命館― 

東京都千代田区丸の内に位置する明治生命館は、1930年（昭和 5年）に起工し 1934年

（昭和 9年）に竣工しました。設計は指名コンペ方式で岡田信一郎の案が採用されました。

構造形式は鉄骨鉄筋コンクリート造で、意匠は 5階分のコリント式柱列が並ぶ、古代ギリ

シャ・ローマを源とする古典主義様式のデザインとなっています。第二次世界大戦後は、

連合国軍最高司令官総司令部（ＧＨＱ）に接収され、アメリカ極東空軍司令部として使用

されました。その後、1956 年（昭和 31年）にアメリカ軍から返還されました。1997年（平

成 9年）に、昭和の建造物として初めて重要文化財に指定されています。 

 

 

日本のコンクリート構造物 
 

コリント式柱列 

全景 

応接室 

 

 

グランドフロア 
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